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※※掲載しているイベント・休館日などの情報は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況に応じて中止また
は変更になる場合があります。最新の情報は図書館ホームページをご確認ください※※

　

現
在
、
ふ
る
さ
と
歴
史
館
で
は
鹿
の
子
遺
跡

の
成
果
に
つ
い
て
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
展
示
遺
物
の
中
か
ら
、「
平
瓦
転
用

砥
石
」
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

瓦
と
は
本
来
は
屋
根
に
葺
き
、
雨
露
を
し
の

ぐ
、
建
物
を
立
派
に
み
せ
る
な
ど
の
用
途
が
あ

り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
発
掘
調
査
を
し

て
い
る
と
カ
マ
ド
の
補
強
材
と
し
て
使
用
さ
れ

る
な
ど
二
次
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
よ
く
あ

る
よ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
瓦
の
再
利
用
の
方
法
の
一
つ
と
し
て

砥
石
が
あ
り
ま
す
。
砥
石
は
字
の
ご
と
く
通
常

は
石
が
用
い
ら
れ
、
鉄
製
品
の
仕
上
げ
に
使
用

さ
れ
ま
す
。
今
回
紹
介
し
て
い
る
転
用
砥
石
は

平
瓦
で
、
成
形
時
に
表
面
を
縄
で
叩
い
た
痕
跡

が
残
り
ま
す
。
こ
れ
は
内
部
に
あ
る
空
気
が
焼

成
時
に
膨
張
し
、
破
損
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。
こ
れ
が
砥
石
と
し
て
使
用

さ
れ
た
結
果
、
瓦
の
表
面
が
磨
り
減
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
砥
石
と
し
て
転
用
さ
れ
た
こ
と
が
分

か
る
の
で
す
。

ふ
る
さ
と
歴
史
館
第
32
回
企
画
展

「
鹿
の
子
遺
跡
群
―
古
代
の
巨
大
鍛
冶
工
房
―
」

期
間
／
７
月
２
日
日
ま
で
開
催
中

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館
(
総
社
１
-
２
-
10
)

休
館
日
／
月
曜
日
(
祝
日
の
場
合
は
翌
日
)

シリーズ 214

「鹿の子遺跡出土・平瓦転用砥石」
問文化振興課（支所）
℡ 43-1111（内線 1456）

【５月の休館日】
1 日月・3日水～ 5日金・8日月・15日月・22
日月・25日木（整理休館日）・29日月
イベント情報、資料検索・予約は図書館ＨＰで▶

◆こども図書館
（午前 10時 30分～）
6 日土 おはなし玉手箱
11日木 ひよこのおはなしかい
20日土 むかしむかしのおはなし会
◆郷の本棚やさと図書館
（午後２時 30分～）
13日土 おはなしフレンズ

≪復刻版≫明治～昭和前期のベストセラー！

『吾輩は猫である』／夏目漱石（明治 38年 10月）
『お目出たき人』／武者小路実篤（明治 44年２月）
『悲しき玩具』／石川啄木（明治 45年６月）
『あらくれ』／徳田秋聲（大正４年９月）
『すみだ川』／永井荷風（大正４年９月）
『生れ出る悩み』／有島武郎（大正７年９月）
『たけくらべ』／樋口一葉（大正７年 11月）
『蟹工船』／小林多喜二（昭和４年９月）
『放浪記』／林芙美子（昭和５年７月）
『晩年』／太宰治（昭和 11年６月）

▶図書館に長年保存されていた書籍の復刻版を展示しま
した。貴重本につき、貸出・閲覧はご遠慮ください。

【主な展示書籍】（出版年は当時のものです）

雑誌棚前ケースの展示が変わりました雑誌棚前ケースの展示が変わりました



第 43回

「いしおか子ども劇場」

　子ども劇場は、子どもたちの豊かな成長を
願い、身近な場所で、プロの舞台芸術鑑賞や
遊びなどの文化的な体験の機会を作っていま
す。
　昨年は、石岡ハーモニーネットからの誘い
を受け、企画・運営を協働し「パントマイム
鑑賞会」を開催しました。公演は、プロの技
を観るだけでなく、パントマイムを体験する
など、親子の笑顔が広がるひとときとなりま
した。他団体との協働事業は、今後の活動の
在り方を考える貴重な機会にもなりました。
　いしおか子ども劇場の活動に関心のある方
は気軽にご連絡ください。
問いしおか子ども劇場
℡ 090-7949-7972 （川俣）
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取
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